
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
務
め
て

安
達

肇

５
月
28
日
か
ら
６
月
３
日
ま
で
の
７
日
間
、
ド

イ
ツ
の
メ
ス
キ
ル
ヒ
市
か
ら
「
姉
妹
都
市
提
携
30

周
年
記
念
式
典
」
の
開
催
に
あ
た
り
26
名
の
訪
問

団
が
か
ほ
く
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

議
会
の
対
応
と
し
て
、
坂
井
前
副
議
長
と
私
が

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
し
て
、
メ
ス
キ
ル
ヒ
市
の

市
議
会
議
員
３
名
と
ズ
ィ
グ
マ
リ
ン
ゲ
ン
郡
庁
の

文
化
記
録
保
管
所
所
長
の
計
４
名
を
受
け
入
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
記
念
式
典
に
お
い
て
は
全
議
員
が
出
席

し
、
こ
の
交
流
に
対
し
て
の
深
い
理
解
と
協
力
を

示
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
更
に
は
、
私
と
国
際

交
流
協
会
が
企
画
し
た
式
典
後
の
懇
談
会
で
も
、

杉
本
正
一
議
長
の
活
躍
で
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
ま
た
、
金
子
議
員
か
ら
は
、
海
か
ら
遠
く
離

れ
た
メ
ス
キ
ル
ヒ
市
を
思
い
、
朝
採
れ
た
て
の
貝

の
差
し
入
れ
が
あ
り
、
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
議
会
・
議
員
の
「
お
も
て
な
し
」

の
心
が
伝
わ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

交
流
活
動
を
通
し
、
国
境
や
歴
史
、
文
化
の
違

い
を
越
え
て
双
方
の
「
市
民
と
市
民
」
が
直
接
友

情
と
信
頼
を
築
き
、
国
際
間
の
理
解
と
友
好
関
係

を
発
展
さ
せ
る
こ
と
は
大
変
有
意
義
な
こ
と
で
あ

り
、
こ
れ
か
ら
も
最
大
限
の
協
力
を
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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メ
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g
ik

ai
@c

it
y.

ka
ho

ku
.i

sh
ik

aw
a.

jp

☎
０
７
６
（
２
８
３
）
７
１
２
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
６
（
２
８
３
）
７
１
８
８

※印刷コスト １部 22円（発行部数 12,000部）※議会だよりは、国会図書館にも送付されています。

５
月
の
委
員
会
再
編
に
伴
い
、
委
員
も
交
代
し
、

委
員
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
市
民
の
皆
様
の
声
に
耳
を
か
た
む
け
、
本
誌
に

反
映
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
回
第
47
号
よ
り
、
５
月
の
視
察
研
修
を
踏
ま
え
、

表
紙
を
一
新
し
、
紙
面
も
６
段
組
か
ら
４
段
組
に
、

文
字
も
ひ
と
ま
わ
り
大
き
く
し
て
、
よ
り
見
や
す
く

読
み
や
す
く
仕
上
げ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
同
様
、
委

員
全
員
協
力
し
な
が
ら
親
し
み
の
あ
る
議
会
だ
よ
り

を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
様
に
は
、
こ
れ
か
ら
も
愛
読
し
て
頂
き
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
金
子

猛
）

● 次の定例会は９月１日からです。

本会議・常任委員会などを傍聴できます。

議会は身近なものです。

どのような議論が交わされているのか

ぜひ傍聴においでください。

本会議は30名、常任委員会・全員協議会は8名の

定員で受付順となります。

常に「開かれた議会」を目指しています。

何なりとご意見をお寄せください。

本会議はケーブルテレビ

「かほくチャンネル」で

生中継・録画を見ること

ができます。

議 会を 傍 聴 しま せ ん か

編

集

後

記

第
47
号

発
行
日
／
平
成
27
年
８
月
１
日

編
集
／
か
ほ
く
市
議
会
広
報
特
別
委
員
会

ホ

ーム
ペ

ージ
h
tt

p:
//

ww
w.

ci
ty

.k
ah

ok
u.

is
hi

ka
wa

.j
p

発
行
／
石
川
県
か
ほ
く
市
議
会

住
所
／
石
川
県
か
ほ
く
市
宇
野
気
ニ
81
番
地

クラウスさん(中央左)、バウアーさん(中央右)
坂井夫妻 仲良く腕組み

ウェーバーさん(左)、バハさん(右)、安達夫妻

ゆかたでごきげん

第47号

石川県紙ひこうき大会inかほく 会場：県立看護大学

議会だよりは
分かりやすい議会の入口！
中に入ってニャ！

CONTENTS ページ

定例会審議内容 2

一 般質問（ 5人 が登壇） 4

政 務活動費報告 9
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広 報委員会視察レポート 14

視 察受入状況・議員表彰 15



〔市長提出議案〕

議 　　 案　 　名　 　等

内　　　　　容

議案 第36 号 平 成２ ７年 度か ほく 市一般 会計 補正 予算 （第 １号 ）

・地 域少子化対 策事業（ 子育てマン ガ読本作 成、子育て 世代の意識 調査費な ど）
・不 妊不育治療 費助成費 の追加
・道 の駅高松の 里海館に 、「夕陽カ フェ」を 新設するた めの備品購 入費など
・市 内４箇所の 都市公園 内の遊具更 新

議案 第37 号 専 決処 分の 承認 を求 めるこ とに つい て

(か ほく 市税 条例 等の 一部 を改 正す る条 例に つい て)

・地 方税法等の 一部改正 に伴い、所 要の改正 を行うもの

議案 第38 号 専 決処 分の 承認 を求 めるこ とに つい て

(か ほく 市国 民健 康保 険税 条例 の一部 を改 正す る条 例に つい て)

・地 方税法施行 令の一部 改正に伴い 、所要の 改正を行う もの

議案 第39 号 専 決処 分の 承認 を求 めるこ とに つい て

(か ほく 市国 民健 康保 険条 例の 一部を改 正す る条 例に つい て)

・国 民健康保険 法の一部 改正に伴い 、所要の 改正を行う もの

議案 第40 号 か ほく 市職 員の 再任用 に関 する 条例の 一部 を改 正す る条 例に つい て

・共 済年金が厚 生年金に 統一される ことに伴 い、所要の 改正を行う もの

〔市長提出議案（人事）〕

議 　　 案　 　名　 　等

内　　　　　容

諮問 第１号 人 権擁 護委 員の 候補者 の推 薦に つき意 見を 求め るこ とに つい て

羽田 輝雄委員の 任期満了 に伴い、東 谷正巳氏 を新たに推 薦するもの

諮問 第２号 人 権擁 護委 員の 候補者 の推 薦に つき意 見を 求め るこ とに つい て

清水 充子委員の 任期満了 に伴い、畑 山好惠氏 を新たに推 薦するもの

〔請願〕

請 願番号 請　 　願 　　 名
委員会
付託先

議決結果

請願 第１号
介 護報 酬引 き下 げ撤 回・介 護労 働者 の処 遇改 善と人 材確 保に 関す る国へ の意 見

書 提出 を求 める請願 書
市民文教

請願 第２号
「 平和 安全 法制 整備 法」お よび 「国 際平 和支 援法」 関連 法案 の撤 回を求 める 意
見 書を 政府 に送 付す る請 願書

請願 第３号 農 協改 革な ど、 「農 業改革 」に 関す る請 願

請願 第４号 米 価対 策の 意見 書を 求め る請 願

請願 第５号 Ｔ ＰＰ 交渉 に関 する 請願 継続審査

6月8日
適　　任

（全会一致）

不採択
（賛成少数）

総務建設

議決結果議 案番号
上　程
議決日

議 案番号
委員会
付託先

議決結果

総務建設

予算決算

総務建設

市民文教

原案可決

（全会一致）

原案可決
（賛成多数）

原案可決
（全会一致）

板

谷

　

悦

郎

金

子

　

　

猛

坂

井

　

正

靱

多

々

見

邦

次

高

橋

　

成

典

安

達

　

　

肇

多

々

見

　

武

金

田

　

正

信

杉

本

　

正

一

竹

内

　

幹

雄

杉

本

　

成

一

寺

内

　

照

雄

猪

村

　

博

靖

別

宗

　

明

敏

議 案 第 3 7号
専 決処 分 の承 認 を求め るこ と につ い て
( かほ く 市税 条 例等 の一 部を 改正 す る条 例に つ

い て)
○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○

請 願 第 １ 号
介 護報 酬 引き 下 げ撤 回・介 護 労働 者 の処 遇改 善
と 人材 確 保に 関 する 国へ の意 見書 提 出を 求め る
請 願書

× × × × ○ × × × ― × × × × ×

請 願 第 ２ 号
「 平和 安 全法 制 整備 法」お よ び「 国 際平 和支 援
法 」関 連 法案 の 撤回 を求め る 意見 書 を政 府に 送
付 する 請 願書

× × × ○ ○ × × × ― × × ○ × ×

請 願 第 ３ 号 農 協改 革 など 、 「農 業改 革 」に 関 する 請願 × × × × ○ × × × ― × × × × ×

請 願 第 ４ 号 米 価対 策 の意 見 書を求 める 請 願 × × × ○ ○ × × × ― × × ○ × ×

議 案 番 号 議 　 　 案 　 　名 　 　 等

議員名 (議席番号順)

※　○ = 賛成　× = 反対　欠 = 欠席　退 = 退席　　杉本正一議員は議長職のため採決には加わりません。

会期／6月8日～6月24日

審 議 さ れ た 議 案 等
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議決結果で賛否が分かれた案件

高

橋

成

典

今
回
の
税
条
例
改
正
は
、
消
費
税

増
税
に
よ
る
消
費
の
落
ち
込
み
が
回

復
し
な
い
状
況
下
で
、
バ
イ
ク
の
み

を
新
旧
車
の
区
別
な
く
一
律
に
最
大

で
２
倍
に
増
税
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
る
。
与
党
内
か
ら
も
反
発
の
声

が
上
が
り
、
１
年
延
期
と
な
っ
た
経

緯
が
あ
る
。
消
費
税
増
税
に
と
も
な

う
自
動
車
取
得
税
減
税
の
穴
埋
め
か

の
よ
う
な
バ
イ
ク
・
軽
自
動
車
の
増

税
に
反
対
す
る
。

介
護
報
酬
引
き
下
げ
撤
回
・
介
護

労
働
者
の
処
遇
改
善
と
人
材
確
保
に

関
す
る
請
願
。
「
平
和
安
全
法
制
整

備
法
」
及
び
「
国
際
平
和
支
援
法
」

関
連
法
案
の
撤
回
を
求
め
る
意
見
書

を
政
府
に
送
付
す
る
請
願
。
農
協
改

革
な
ど
「
農
業
改
革
」
に
関
す
る
請

願
。
米
価
対
策
の
意
見
書
を
求
め
る

請
願
の
４
件
に
賛
成
す
る
。

板

谷

悦

郎

国
の
交
付
金
を
活
用
し
た
都
市
公

園
の
遊
具
更
新
な
ど
の
補
正
予
算
を

は
じ
め
、
そ
れ
以
外
の
議
案
４
件
に

つ
い
て
も
、
上
位
法
令
の
改
正
に
伴

う
も
の
で
あ
る
。
な
ん
ら
意
見
を
差

し
挟
む
余
地
の
な
い
も
の
で
あ
り
、

す
べ
て
の
議
案
に
賛
成
す
る
。

請
願
第
２
号
は
、
近
年
の
近
隣
諸

国
・
世
界
情
勢
へ
の
対
応
か
ら
隙
間

の
無
い
安
全
保
障
体
制
及
び
日
米
の

連
携
・
協
力
が
必
要
で
あ
る
。

国
際
社
会
の
平
和
と
安
全
に
対
す

る
貢
献
も
重
要
で
あ
り
、
今
後
政
府

と
野
党
が
国
会
で
充
分
な
議
論
を
尽

し
、
理
解
を
得
た
上
で
の
成
立
を
望

む
も
の
で
あ
り
、
賛
同
で
き
な
い
。

ま
た
、
他
の
請
願
第
１
号
・
第
３

号
・
第
４
号
に
つ
い
て
も
、
今
後
増

え
続
け
る
社
会
保
障
費
へ
の
対
応
、

政
府
の
進
め
る
農
業
改
革
に
賛
成
の

立
場
か
ら
、
賛
同
で
き
な
い
。

多

々

見

邦

次

集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
問
題
の

街
頭
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
「
尖
閣
の

こ
と
が
あ
る
の
で
賛
成
す
る
。
」
と

言
っ
た
的
外
れ
な
答
え
を
し
て
い
る

人
が
い
る
の
に
驚
く
。

こ
れ
は
個
別
的
自
衛
権
で
対
応
が

可
能
で
あ
り
、
憲
法
で
も
認
め
ら
れ

て
い
る
。

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
は
、
日
本

が
全
く
攻
撃
を
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、

他
国
同
士
の
戦
争
の
一
方
に
肩
入
れ

す
る
こ
と
で
あ
り
、
し
か
も
割
り
込

む
形
だ
か
ら
先
制
攻
撃
と
な
る
。

集
団
的
自
衛
権
の
容
認
派
も
、

「
行
使
す
る
な
ら
憲
法
改
正
」
を
、

と
国
民
投
票
で
改
憲
を
す
べ
き
と
主

張
し
て
い
る
。

安
倍
総
理
は
解
釈
変
更
な
ど
と
姑

息
な
手
段
で
は
な
く
、
正
々
堂
々
と

憲
法
改
正
を
掲
げ
て
国
会
を
解
散
し

国
民
の
信
を
問
う
べ
き
だ
。

寺

内

照

雄

専
守
防
衛
の
原
則
を
堅
持
し
、
自

衛
隊
と
海
上
保
安
庁
の
装
備
を
強
化
、

新
た
に
領
海
警
備
法
を
制
定
し
、
武

器
使
用
基
準
を
改
正
す
れ
ば
よ
い
。

不
完
全
な
人
間
が
権
力
を
預
か
る

以
上
、
集
団
的
自
衛
権
発
動
に
は
、

乱
用
を
防
ぐ
た
め
の
憲
法
が
必
要
で

あ
り
、
政
府
が
、
何
の
根
拠
も
な
く
、

勝
手
に
「
客
観
的
、
合
理
的
に
判
断

す
る
」
と
い
っ
た
姿
勢
が
恐
ろ
し
い
。

「
必
要
最
小
限
度
の
実
力
行
使
」

と
は
、
国
内
に
お
け
る
警
察
権
行
使

を
規
律
す
る
も
の
で
あ
り
、
戦
場
で

は
通
用
し
な
い
。

戦
闘
休
止
時
に
米
軍
の
後
方
支
援

に
入
り
、
戦
闘
開
始
後
、
作
業
を
中

止
す
れ
ば
米
国
の
足
を
引
っ
張
る
だ

け
で
あ
り
、
一
旦
参
加
す
れ
ば
米
軍

と
共
に
戦
い
続
け
る
し
か
な
い
状
況

が
後
方
支
援
の
本
質
で
あ
る
。

請
願
第
２
号
に
賛
成
す
る
。

議会だより VOL.473 討論の文章は、本人の原稿を最大限に尊重し掲載しています

議案・請願に対して４氏が討論討 論

条
例
の
一
部
改
正
に
反
対

請
願
４
件
に
賛
成

全
議
案
に
賛
成

全
請
願
に
反
対

請
願
第
２
号
に
賛
成

請
願
第
２
号
に
賛
成



Ｑ

子
ど
も
を
産
む
こ
と
を
望
み
な

が
ら
、
不
妊･

不
育
症
の
た
め
に
子

ど
も
に
恵
ま
れ
な
い
夫
婦
に
対
し
て
、

平
成
23
年
度
か
ら
、
不
妊
治
療
費
の

自
己
負
担
額
の
す
べ
て
を
助
成
し
て

お
り
、
全
国
的
に
も
す
ば
ら
し
い
制

度
で
あ
る
。

制
度
開
始
以
降
、
申
請
の
状
況
、

治
療
費
の
状
況
の
推
移
は
。

Ａ
油
野
市
長

一
般
不
妊
治
療
費
助

成
は
、
平
成
23
年
度
は
29
件
、
１
４

０
万
５
千
円
、
24
年
度
は
24
件
、
２

０
８
万
９
千
円
、
25
年
度
は
26
件
、

２
６
３
万
８
千
円
、
26
年
度
は
18
件
、

１
５
６
万
５
千
円
。

特
定
不
妊
治
療
費
助
成
は
、
23
年

度
は
25
件
、
３
５
６
万
９
千
円
、
24

年
度
は
44
件
、
６
５
８
万
５
千
円
、

25
年
度
は
46
件
、
９
０
２
万
円
、
26

年
度
は
55
件
、
１
千
２
８
４
万
３
千

円
と
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
。

Ｑ

平
成
28
年
度
か
ら
、
国
の
助
成

範
囲
が
変
更
さ
れ
る
と
の
こ
と
だ
が
、

市
の
助
成
制
度
に
変
更
は
あ
る
の
か
。

Ａ
市
長

で
き
る
か
ぎ
り
こ
れ
ま
で

ど
お
り
、
全
額
助
成
制
度
を
維
持
し

て
い
く
。

し
か
し
、
医
療
の
高
度
化
な
ど
に

よ
り
１
件
当
た
り
の
治
療
費
が
非
常

に
高
額
に
な
っ
て
お
り
、
基
本
的
に

は
国
の
制
度
改
正
に
合
わ
せ
て
年
齢

や
回
数
を
見
直
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
今
後
の
助
成
額
の
推
移
や

県
内
の
自
治
体
の
動
向
も
見
極
め
な

が
ら
、
場
合
に
よ
っ
て
は
一
部
、
自

己
負
担
を
お
願
い
す
る
こ
と
も
検
討

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

質

問

２

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
推
進
を

諸
団
体
と
連
携
し
進
め
る

Ｑ

歩
く
こ
と
は
、
足
腰
を
鍛
え
る

こ
と
で
老
化
防
止
に
な
る
。
高
血
圧

に
も
よ
い
な
ど
多
く
の
利
点
が
あ
り
、

医
療
費
の
抑
制
に
も
つ
な
が
る
。

こ
れ
か
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
始
め

た
い
と
思
っ
て
い
る
人
も
多
い
と
感

じ
て
い
る
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
は
じ
め
る
き
っ

か
け
と
し
て
、
万
歩
計
、
記
録
用
紙
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
な
ど
を
配
付

し
て
は
ど
う
か
。

Ａ
遠
田
教
育
長

市
教
育
振
興
基
本

計
画
で
は
、
だ
れ
も
が
気
軽
に
運
動
・

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
の
で
き
る

環
境
を
整
え
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
き
っ

か
け
作
り
を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
こ

と
と
し
て
お
り
、
そ
の
必
要
性
を
感

じ
て
い
る
。

新
た
な
連
携
事
業
と
し
て
、
県
立

看
護
大
学
と
万
歩
計
を
使
い
、
健
康

管
理
す
る
「
健
康
づ
く
り
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
事
業
を
始
め
て
お
り
、
こ
れ
か

ら
も
、
積
極
的
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

推
進
す
る
た
め
、
関
係
部
局
や
諸
団

体
と
連
携
し
な
が
ら
、
よ
り
効
果
的

な
取
り
組
み
を
進
め
る
。

国
の
制
度
変
更
で
不
妊
治
療
費
助
成
は
ど
う
な
る
の
か

で
き
る
か
ぎ
り
全
額
助
成
を
維
持
し
て
い
く

ウォーキングクラブにゃんたろう
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Ｑ

乳
幼
児
の
健
康
診
断
に
お
け
る

聴
力
検
査
で
、
軽
度
難
聴
や
片
耳
難

聴
な
ど
が
早
期
発
見
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
が
、
そ
の
後
の
進
学
に
つ
い

て
な
ど
、
聴
力
を
補
う
た
め
の
支
援

は
十
分
と
は
い
え
な
い
。

難
聴
児
を
持
つ
家
庭
に
と
っ
て
、

補
聴
器
購
入
な
ど
、
経
済
的
に
大
き

な
負
担
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

難
聴
児
の
聴
力
向
上
に
よ
る
言
語

の
習
得
は
、
平
等
に
学
び
生
活
す
る

権
利
を
手
に
入
れ
る
こ
と
に
つ
な
が

る
。補

聴
器
の
助
成
金
制
度
は
重
要
な

支
援
策
と
言
え
る
。
今
後
、
助
成
制

度
の
拡
充
を
図
れ
。

Ａ
油
野
市
長

現
在
、
購
入
に
か
か

る
費
用
は
、
補
装
具
費
支
給
制
度
に

よ
り
、
原
則
１
割
の
利
用
者
負
担
と

な
っ
て
い
る
。

購
入
な
ど
に
か
か
る
費
用
以
外
で

は
、
希
望
に
よ
り
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
な
ど
、
児
童
福
祉
法
に
よ
る
各

種
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
。軽

度
、
中
等
度
の
難
聴
児
の
補
聴

器
購
入
費
な
ど
に
か
か
る
助
成
は
、

各
自
治
体
に
よ
り
条
件
、
制
度
内
容

が
異
な
っ
て
い
る
が
、
今
後
、
県
の

助
成
制
度
や
近
隣
市
町
の
状
況
を
参

考
に
し
な
が
ら
、
市
独
自
の
助
成
制

度
を
早
期
に
策
定
し
、
支
援
の
拡
充

を
図
る
。

質

問

２

木
造
住
宅
耐
震
化
を
進
め
よ

補
助
制
度
を
Ｐ
Ｒ
し
進
め
る

Ｑ

近
年
世
界
各
地
で
地
震
が
続
発

し
、
家
屋
倒
壊
に
よ
る
多
数
の
死
亡

者
の
報
道
が
成
さ
れ
て
い
る
。

阪
神
大
震
災
で
の
死
亡
者
数
は
、

６
４
３
４
名
に
上
っ
た
が
、
９
割
近

く
は
家
屋
倒
壊
に
よ
る
圧
死
で
あ
っ

た
。住

所
が
特
定
で
き
た
遺
族
ア
ン
ケ
ー

ト
の
回
答
で
は
、
95
％
が
一
戸
建
て
、

ま
た
は
長
屋
な
ど
の
非
耐
震
木
造
建

築
で
あ
り
、
耐
震
化
の
状
況
で
生
死

が
劇
的
に
変
わ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

市
に
お
け
る
耐
震
化
推
進
の
取
り

組
み
を
進
め
よ
。

Ａ
市
長

市
の
耐
震
改
修
促
進
計
画

に
基
づ
き
、
耐
震
化
を
推
進
す
る
た

め
、
国
、
県
の
補
助
金
と
あ
わ
せ
て

耐
震
診
断
や
、
改
修
工
事
費
の
一
部

を
補
助
す
る
制
度
を
実
施
し
て
い
る
。

平
成
27
年
度
末
の
耐
震
化
率
90
％

の
目
標
達
成
は
、
県
内
の
他
の
自
治

体
と
同
様
に
非
常
に
困
難
な
状
況
で

あ
る
。

今
後
も
補
助
制
度
を
市
民
に
し
っ

か
り
と
Ｐ
Ｒ
し
、
安
全
で
安
心
な
住

環
境
の
整
備
に
努
め
る
。

軽
度
・
中
等
度
難
聴
児
へ
の
補
聴
器
支
援
策
を
拡
充
せ
よ

市
独
自
の
助
成
制
度
を
策
定
し
支
援
の
拡
充
を
図
る
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Ｑ

「
平
和
安
全
法
制
整
備
法
」
お

よ
び
「
国
際
平
和
支
援
法
」
関
連
法

案
は
、
憲
法
第
９
条
を
破
壊
す
る
違

憲
立
法
の
「
戦
争
法
案
」
で
あ
り
、

市
民
の
平
和
・
安
全
を
守
る
た
め
に

も
キ
ッ
パ
リ
と
反
対
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

Ａ
油
野
市
長

今
国
会
に
お
い
て
集

中
的
に
議
論
を
交
わ
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
国
会
の
議
論
・
動
向
を

注
視
す
る
。

質

問

２

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
中
止
を

国
の
動
向
を
注
視
し
対
応

Ｑ

年
金
個
人
情
報
が
外
部
に
漏
え

い
し
、
大
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

年
金
の
個
人
情
報
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
で
活
用
さ
れ
る
個
人
情
報

の
大
き
な
柱
と
な
っ
て
お
り
、
今
回

の
流
出
問
題
で
、
実
施
の
前
提
が
崩

れ
て
い
る
。

市
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
中

止
・
撤
回
す
る
よ
う
国
に
求
め
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

Ａ
市
長

年
金
情
報
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
と
の
連
携
が
ど
の
よ
う
に
行
わ

れ
る
か
な
ど
、
今
後
の
国
の
動
向
を

注
視
し
対
応
す
る
。

質

問

３

志
賀
原
発
は
廃
炉
に
せ
よ

国
・
県
の
動
向
を
注
視
す
る

Ｑ

志
賀
原
発
の
断
層
問
題
を
扱
う

国
の
「
原
子
力
規
制
委
員
会
」
の
有

識
者
は
「
活
断
層
の
可
能
性
は
否
定

で
き
な
い
」
と
一
致
し
た
。

市
民
の
安
全
を
守
る
た
め
に
も
同

原
発
は
廃
炉
に
せ
よ
。

Ａ
市
長

国
や
県
の
対
応
な
ど
も
含

め
、
引
き
続
き
志
賀
原
発
に
関
す
る

動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

質

問

４

滞
納
整
理
に
行
き
過
ぎ
は
な

い
か

慎
重
な
対
応
を
し
て
い
く

Ｑ

市
民
に
対
す
る
「
石
川
県
中
央

地
区
税
滞
納
整
理
機
構
」
に
よ
る
行

き
過
ぎ
た
徴
収
行
為
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

個
々
の
実
情
を
よ
く
把
握
し
、
適

切
な
徴
収
、
納
税
緩
和
措
置
の
適
用

な
ど
、
納
税
資
力
の
回
復
の
た
め
総

合
的
な
支
援
を
行
う
こ
と
。

Ａ
板
坂
総
務
部
長

慎
重
な
対
応
を

し
て
納
税
相
談
、
滞
納
整
理
、
滞
納

処
分
を
、
滞
納
整
理
機
構
と
十
分
に

連
携
し
て
い
く
。

質

問

５

空
き
家
対
策
の
強
化
を
図
れ

先
進
事
例
を
参
考
に
検
討

Ｑ

国
の
「
空
き
家
対
策
の
特
別
措

置
法
」
を
受
け
て
、
先
進
地
の
対
策

な
ど
を
踏
ま
え
た
、
抜
本
的
な
対
策

を
講
じ
る
こ
と
。

Ａ
森
田
市
民
部
長

今
後
、
特
別
措

置
法
の
内
容
を
踏
ま
え
、
先
進
事
例

や
国
の
施
策
な
ど
、
実
効
性
の
あ
る
、

空
き
家
の
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

違
憲
立
法
の
戦
争
法
案
に
反
対
せ
よ

国
会
の
議
論
・
動
向
を
注
視
す
る
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戦争法案にレッドカードを

各地で反対運動

Ｑ

６
月
１
日
か
ら
改
正
道
路
交
通

法
が
施
行
さ
れ
、
危
険
行
為
を
繰
り

返
し
た
14
歳
以
上
の
自
転
車
運
転
者

に
は
安
全
講
習
の
受
講
を
義
務
づ
け
、

従
わ
な
い
場
合
に
は
罰
金
が
科
せ
ら

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
ど
の
よ
う

な
危
険
行
為
を
繰
り
返
す
と
罰
せ
ら

れ
る
の
か
。

自
転
車
に
よ
る
交
通
事
故
を
防
止

す
る
た
め
の
取
り
組
み
は
あ
る
か
。

Ａ
森
田
市
民
部
長

対
象
と
な
る
危

険
行
為
は
14
項
目
あ
り
、
主
な
も
の

は
信
号
無
視
、
遮
断
踏
切
へ
の
立
ち

入
り
、
一
時
停
止
違
反
、
酒
酔
い
運

転
、
携
帯
電
話
な
ど
の
使
用
に
よ
る

安
全
運
転
義
務
違
反
、
歩
道
に
お
け

る
徐
行
違
反
な
ど
で
あ
る
。

事
故
防
止
と
し
て
、
各
交
通
安
全

教
室
で
交
通
ル
ー
ル
遵
守
の
指
導
を

徹
底
す
る
と
と
も
に
、
市
広
報
紙
や

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
な
ど
を
通
じ
、
改

正
道
路
交
通
法
の
内
容
に
つ
い
て
広

く
周
知
を
図
り
、
マ
ナ
ー
向
上
を
呼

び
か
け
て
い
く
。

Ｑ

過
去
に
神
戸
地
裁
に
お
い
て
、

小
学
生
が
60
代
の
女
性
を
自
転
車
で

は
ね
て
、
重
い
後
遺
症
を
負
わ
せ
た

と
し
て
、
小
学
生
の
保
護
者
に
約
９

千
５
０
０
万
円
の
賠
償
を
命
じ
る
判

決
を
言
い
渡
し
た
実
例
が
あ
る
。

児
童
・
生
徒
へ
の
交
通
安
全
教
育

や
、
万
が
一
に
備
え
た
保
険
加
入
も

必
要
と
考
え
る
。
現
在
ど
の
よ
う
な

教
育
を
行
っ
て
い
る
の
か
、
ま
た
、

児
童
・
生
徒
の
保
険
加
入
状
況
は
。

Ａ
山
越
教
育
部
長

津
幡
警
察
署
の

協
力
を
得
な
が
ら
、
市
交
通
安
全
推

進
本
部
と
と
も
に
交
通
安
全
教
室
を

実
施
し
、
交
通
事
故
の
防
止
に
努
め

て
い
る
が
、
歩
行
者
を
守
る
た
め
の

指
導
に
つ
い
て
は
十
分
で
な
か
っ
た

た
め
、
指
導
内
容
に
追
加
し
、
指
導

に
努
め
て
い
く
。

児
童
・
生
徒
の
任
意
保
険
加
入
状

況
に
つ
い
て
は
調
査
し
て
い
な
い
。

賠
償
責
任
補
償
に
対
応
で
き
る
保

険
へ
の
加
入
に
つ
い
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な

ど
の
協
力
を
得
な
が
ら
加
入
率
が
高

ま
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
く
。

質

問

２

姉
妹
都
市
交
流
を
問
う

一
層
充
実
し
た
交
流
を
検
討

Ｑ

５
月
末
に
、
メ
ス
キ
ル
ヒ
市
か

ら
「
姉
妹
都
市
提
携
30
周
年
記
念
式

典
」
の
開
催
に
あ
た
り
、
26
名
の
訪

問
団
が
訪
れ
、
お
互
い
の
友
好
を
再

度
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
の

交
流
方
針
を
問
う
。

Ａ
油
野
市
長

30
年
と
い
う
歳
月
を

経
て
、
交
流
回
数
51
回
、
交
流
人
員

７
６
８
名
を
数
え
る
な
ど
、
今
日
ま

で
活
発
に
継
続
さ
れ
て
き
た
。

今
後
の
方
針
は
、
こ
れ
ま
で
の
相

互
訪
問
に
よ
る
文
化
交
流
と
哲
学
交

流
を
継
続
す
る
中
で
、
よ
り
幅
広
い

分
野
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
く
な
ど
、

お
互
い
の
交
流
が
よ
り
一
層
充
実
し

た
も
の
と
な
る
よ
う
、
検
討
を
進
め

て
い
く
。

自
転
車
の
危
険
運
転
防
止
策
・
保
険
加
入
を
問
う

指
導
・
周
知
を
図
り
、
保
険
加
入
を
働
き
か
け
る

ルールを守って安全運転！

本頁は、質問者本人の原稿を最大限に尊重し掲載しています議会だより VOL.477

安 達 肇

質 問 １



Ｑ

事
務
手
続
き
の
簡
素
化
・
事
務

コ
ス
ト
の
削
減
・
所
得
の
過
少
申
告
・

扶
養
控
除
・
生
活
保
護
の
適
正
化
を

う
た
い
文
句
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
を
導
入
し
、
情
報
の
一
元
化
を
図

る
予
定
で
あ
る
が
、
そ
の
矢
先
に
、

年
金
情
報
１
２
５
万
件
の
情
報
漏
れ

が
発
覚
し
た
。

日
本
年
金
機
構
の
情
報
管
理
が
お

粗
末
だ
っ
た
こ
と
も
発
覚
し
て
い
る

が
、
市
の
情
報
管
理
は
万
全
か
。

Ａ
油
野
市
長

外
部
か
ら
の
攻
撃
を

防
ぐ
仕
組
み
と
し
て
、
市
の
内
部
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
外
部
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

の
間
に
、
フ
ァ
イ
ア
ウ
オ
ー
ル
と
呼

ば
れ
る
通
信
監
視
機
器
を
配
置
し
、

不
審
な
通
信
を
遮
断
し
て
い
る
。

ま
た
、
住
民
基
本
台
帳
や
戸
籍
、

税
情
報
な
ど
の
個
人
情
報
を
扱
う
シ

ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
外
部
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
や
市
の
内
部
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
完
全
に
独
立
し
て
構
築
さ
れ
て
お

り
、
攻
撃
に
対
す
る
安
全
性
を
高
め

て
い
る
。

加
え
て
、
ウ
イ
ル
ス
対
策
ソ
フ
ト

を
全
て
の
業
務
用
端
末
に
導
入
し
て

お
り
、
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
有
無
を
監

視
す
る
と
と
も
に
、
感
染
し
た
場
合

に
も
、
速
や
か
に
発
見
し
対
処
す
る

こ
と
で
、
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る

対
策
を
講
じ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
ほ
か
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
閲
覧
や
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
ー
な

ど
の
、
外
部
記
憶
媒
体
の
使
用
に
制

限
を
設
け
る
こ
と
で
、
外
部
か
ら
の

攻
撃
や
個
人
情
報
の
流
出
を
防
ぐ
体

制
に
な
っ
て
い
る
。

現
在
、
整
備
を
進
め
て
い
る
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
関
連
の
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
は
、
専
用
回
線
の
使
用
や
暗
号
化

な
ど
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
重
視
し
た
シ

ス
テ
ム
と
な
っ
て
お
り
、
万
全
を
期

し
て
臨
み
た
い
。

Ｑ

振
込
み
詐
欺
が
横
行
し
、
そ
の

被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
対
策
が
取

ら
れ
た
結
果
、
「
お
れ
お
れ
詐
欺
」

の
被
害
が
減
少
し
た
か
と
思
っ
た
矢

先
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
の
情
報
が

漏
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
た
な
詐

欺
行
為
が
心
配
さ
れ
る
。

ど
の
よ
う
に
し
て
未
然
に
防
ぐ
の

か
。

Ａ
森
田
市
民
部
長

年
金
機
構
の
職

員
を
名
乗
る
な
ど
の
不
審
な
電
話
に

関
す
る
相
談
が
消
費
者
セ
ン
タ
ー
に

１
件
あ
っ
た
。

こ
の
様
な
詐
欺
行
為
は
、
全
国
で

横
行
し
て
お
り
、
医
療
費
の
還
付
や

老
人
福
祉
施
設
に
関
す
る
も
の
、
最

近
で
は
臨
時
福
祉
給
付
金
を
装
っ
た

も
の
や
、
新
幹
線
を
使
っ
て
東
京
ま

で
来
る
よ
う
誘
導
さ
れ
、
詐
欺
の
被

害
に
遭
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
あ
る

と
聞
い
て
い
る
。

消
費
者
セ
ン
タ
ー
で
敬
老
会
や
生

涯
学
習
フ
エ
ス
テ
バ
ル
な
ど
、
よ
り

記
憶
に
残
る
啓
発
活
動
を
実
施
し
て

い
く
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
導
入
さ
れ
る
。
情
報
管
理
は
万
全
か

複
数
の
対
策
に
よ
り
、
万
全
を
期
し
て
臨
み
た
い

セキュリティーは万全か
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多 々 見 邦 次

質 問 １
　別表

項　　目 内　　　　容

調査研究費 議員が行う市の事務、地方行財政等に関する調査研究及び調査委託に関する経費

研修費 議員が研修会を開催するために必要な経費 、団体等が開催する研修会の参加に要する経費

広報費 議員が行う活動、市政について住民に報告するために要する経費

広聴費 議員が行う住民か らの市政及び議員の活動に対する要望、意見の聴取、住民相談等の活動に要する経費

要請・陳情活動費 議員が要請、陳情活動を行うために必要な経費

会議費 議員が行う各種会議、団体等が開催する意見交換会等各種会議への議員の参加に要する経費

資料作成費 議員が行う活動に必要な資料の作成に要する経費

資料購入費 議員が行う活動のために必要な図書、資料等の購入に要する経費

人件費 議員が行う活動を補助する職員を雇用する経費

事務所費 議員が行う活動に必要な事務所の設置、管理に要する経費

調査
研究費

研修費 広報費 広聴費
要請陳情
活動費

資料
作成費

資料
購入費

板谷　悦郎 240 ,00 0 2 63, 656 65, 98 0 18, 643 67, 920 44, 03 0 6 7,0 83 0

金子　　猛 240 ,00 0 2 88, 049 87, 16 0 37, 596 67, 920 50, 58 9 4 4,7 84 0

坂井　正靱 240 ,00 0 1 79, 540 83, 050 17, 00 0 6, 51 8 7 2,9 72 6 0,4 60

多々見邦次 240 ,00 0 2 82, 788 90, 16 0 33, 006 16, 00 4 14 3,6 18 0

高橋　成典 240 ,00 0 3 14, 539 1 93, 643 6, 100 24, 500 45, 94 6 4 4,3 50 0

安達　　肇 240 ,00 0 2 84, 835 90, 16 0 67, 920 12 6,7 55 0

多々見　武 240 ,00 0 3 04, 615 87, 16 0 67, 920 36, 61 5 11 2,9 20 0

金田　正信 240 ,00 0 2 41, 748 90, 000 17, 00 0 24, 660 11 0,0 88 0

杉本　正一 240 ,00 0 2 56, 828 78, 82 0 67, 920 11 0,0 88 0

※沖津千万人 240 ,00 0 2 63, 391 81, 28 0 31, 330 67, 920 2, 16 0 8 0,7 01 0

竹内　幹雄 240 ,00 0 2 06, 524 90, 16 0 67, 920 4 8,4 44 3 3,4 76

杉本　成一 240 ,00 0 2 61, 326 83, 050 17, 00 0 67, 920 10, 62 4 8 2,7 32 0

寺内　照雄 240 ,00 0 1 89, 282 77, 31 0 11 1,9 72 5 0,7 18

猪村　博靖 240 ,00 0 3 50, 233 90, 042 17, 00 0 67, 920 71, 85 5 10 3,4 16 0

別宗　明敏 240 ,00 0 2 66, 514 65, 98 0 67, 920 35, 23 8 9 7,3 76 0

※沖津千万人氏は、３月に議員辞職しています。

政務活動費（平成26年度交付分）収支報告書

議員氏名
平成2 6年度
交付決定額

支出総額 返還額

議会だより VOL.479

政務活動費とは
政務活動費の収支を公開します

◆政務活動費とは

政務活動費とは、地方自治法第100条の規定に基づき、議員の調査研究その他の活動に資す

るため必要な経費の一部として交付されています。

本市では、「かほく市議会政務活動費の交付に関する条例」に基づき、議会の活性化や議

員個々の政策形成能力、法制能力、調査能力等の向上、市政に関する調査研究活動基盤の充

実を図るため、議員に対して、年24万円（月額2万円）を交付しています。

◆使途基準

本市議会では、政務活動費の使途基準を定め明確化するとともに、領収書等の証拠書類を

添えた収支報告書の提出を義務づけるなど、透明性の高い運用をしています。

◆収支報告書

政務活動費の収支報告書は、次年度の4月30日までに、領収書又はこれに準ずる書類を添付

して、議長に提出しなければなりません。

◆政務活動費を充てることができる経費の範囲

政務活動費は、下記の別表で定める政務活動に要する経費に充てることができます。



６
月
８
日
、
議
会
定
例
会
初
日
に
、

予
算
決
算
常
任
委
員
会
を
開
催
し
、

議
案
説
明
を
受
け
質
疑
を
経
て
、
各

議
案
の
詳
細
な
審
査
を
分
科
会
で
行

う
こ
と
と
し
た
。

６
月
17
日
に
分
科
会
を
開
催
し
、

所
管
の
部
課
長
か
ら
詳
細
な
説
明
を

求
め
、
質
疑
を
行
っ
た
。

竹
内
委
員

毎
年
、
公
園
遊
具
更
新
の
補
正
予

算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
更
新
箇

所
の
選
定
方
法
は
、
ど
の
様
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

瀬
戸
都
市
建
設
課
長

遊
具
更
新
は
、
25
年
度
か
ら
30
年

度
ま
で
の
５
年
間
、
公
園
遊
具
の
長

寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
実
施
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

５
年
間
で
16
都
市
公
園
の
遊
具
を

更
新
す
る
予
定
で
あ
り
、
地
域
の
均

衡
を
考
慮
し
て
計
画
的
に
進
め
て
い

る
。

猪
村
委
員

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
を
活

用
し
て
遊
具
の
更
新
を
行
う
と
の
事

で
あ
る
が
、
こ
の
交
付
金
は
都
市
公

園
と
い
う
制
限
が
あ
る
の
か
。

ま
た
、
他
の
子
供
の
広
場
、
農
村

公
園
な
ど
、
小
規
模
な
地
区
公
園
の

遊
具
更
新
な
ど
の
管
理
に
温
度
差
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

瀬
戸
都
市
建
設
課
長

こ
の
交
付
金
の
対
象
と
な
る
の
は
、

長
寿
命
化
計
画
を
策
定
し
た
、
都
市

公
園
に
限
ら
れ
て
い
る
。

虎
谷
総
務
課
長

地
区
公
園
は
、
総
務
課
が
所
管
し

て
お
り
、
現
状
で
は
、
年
数
回
程
度

の
草
刈
及
び
遊
具
の
点
検
を
行
っ
て

い
る
。

修
繕
は
行
う
が
、
更
新
な
ど
に
つ

い
て
は
計
画
は
な
い
。

板
坂
総
務
部
長

地
区
公
園
が
子
供
の
遊
び
場
に
な
っ

て
い
る
の
は
事
実
で
あ
り
、
今
後
ど

の
よ
う
に
整
備
す
る
か
は
課
題
と
し

て
検
討
し
た
い
。

多
々
見
邦
次
委
員

道
の
駅
高
松
の
夕
陽
カ
フ
ェ
の
下

の
所
に
車
中
泊
で
き
る
場
所
を
設
け

て
は
、
と
の
市
民
の
意
見
が
あ
る
が

市
の
考
え
は
。

大
西
産
業
建
設
部
長

海
岸
で
の
キ
ャ
ン
プ
な
ど
、
既
に

行
わ
れ
て
お
り
、
上
り
線
の
里
山
館

側
の
駐
車
場
で
可
能
と
思
わ
れ
る
。

海
岸
に
出
る
た
め
の
サ
イ
ン
な
ど

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
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総
務
建
設
分
科
会

総
務
建
設
分
科
会

市
内
４
箇
所
の
公
園
遊
具
更
新
！

市
民
文
教
分
科
会

各
世
代
に
対
し
少
子
化
対
策
を
実
施
！

お

も

な

質

疑

総務建設分科会 審査案件

内 容 平
成
27
年
度
か
ほ
く
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

・
学
園
台
自
治
会
集
会
施
設
整
備
事
業
補
助
金

・
担
い
手
育
成
基
盤
整
備
事
業
（
ほ
場
整
備
）
補
助
金

・
道
の
駅
高
松
「
夕
陽
カ
フ
ェ
」
設
置
に
係
る
備
品
購
入

・
外
国
人
旅
行
者
受
入
環
境
整
備
事
業
補
助
金

・
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
委
託
費

・
都
市
公
園
遊
具
更
新

・
老
朽
公
営
住
宅
住
み
替
え
補
償
費

賛成意見 全委員

反対意見 無

※ 賛否意見数に分科会長は含まれません。

常 任 委 員 会 レ ポ ー ト

６
月
18
日
に
分
科
会
を
開
催
し
、

所
管
の
部
課
長
か
ら
詳
細
な
説
明
を

求
め
、
質
疑
を
行
っ
た
。

金
子
委
員

少
子
化
対
策
事
業
と
し
て
、
子
育

て
世
代
な
ど
、
弱
年
層
を
対
象
に
意

識
調
査
す
る
と
の
こ
と
だ
が
内
容
は
。

丸
井
子
育
て
支
援
課
長

少
子
化
対
策
事
業
は
、
長
期
的
課

題
で
あ
り
、
今
後
、
子
育
て
世
代
に

対
し
て
ど
の
よ
う
な
施
策
を
展
開
す

れ
ば
よ
い
か
調
査
し
、
そ
の
結
果
を

も
と
に
、
次
年
度
以
降
の
事
業
の
展

開
を
考
え
て
い
く
。

高
橋
委
員

不
妊
不
育
治
療
費
助
成
に
つ
い
て
、

国
の
制
度
改
正
が
行
わ
れ
る
と
の
事

だ
が
、
後
退
し
な
い
よ
う
に
お
願
い

す
る
。

森
田
市
民
部
長

不
妊
治
療
は
非
常
に
高
度
化
さ
れ
、

治
療
費
も
高
額
に
な
り
、
市
の
負
担

も
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

む
や
み
に
年
齢
制
限
を
な
く
す
る

の
で
は
な
く
、
妊
娠
の
成
功
率
な
ど

を
踏
ま
え
た
国
の
方
針
を
基
本
と
し

て
い
く
。
全
額
助
成
に
つ
い
て
は
、

で
き
る
限
り
、
継
続
し
て
い
く
が
、

場
合
に
よ
っ
て
は
、
今
後
、
利
用
者

の
一
部
負
担
も
検
討
し
て
い
く
。

杉
本
成
一
委
員

毎
年
、
県
の
指
定
を
受
け
て
、
各

学
校
の
教
育
振
興
に
資
す
る
研
究
を

行
っ
て
い
る
が
、
成
果
が
あ
っ
た
事

業
は
、
県
の
委
託
が
な
く
て
も
継
続

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

井
上
学
校
教
育
課
長

県
の
指
定
は
１
年
か
ら
３
年
指
定

で
非
常
に
幅
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
積

み
上
げ
て
き
た
も
の
が
指
定
が
終
わ
っ

た
途
端
に
勢
い
を
な
く
し
て
崩
れ
去
っ

て
は
い
け
な
い
。

県
の
指
定
と
は
別
に
、
市
独
自
の

指
定
を
毎
年
２
校
選
定
し
、
し
っ
か

り
と
継
続
で
き
る
よ
う
な
体
制
を
と
っ

て
い
る
。

６
月
22
日
に
、
予
算
決
算
常
任
委

員
会
を
開
催
し
、
両
分
科
会
で
の
審

査
内
容
の
報
告
を
受
け
、
採
決
を
行
っ

た
。

●
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

（
全
員
賛
成
）

※
議
長
・
委
員
長
は
、
採
決
に
は
加
わ
り
ま
せ
ん
。

議会だより VOL.4711

予
算
決
算
常
任
委
員
会

委

員

長

金
田

正
信

副
委
員
長

猪
村

博
靖

委
員

議
長
を
除
く
11
名

市
民
文
教
分
科
会

議
会
に
よ
る
行
政
評
価
を
実
施

「
議
会
基
本
条
例
」
で
は
、
行

政
運
営
の
監
視
、
評
価
を
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
し
て
い

ま
す
。

今
年
も
８
月
に
議
会
に
よ
る
行

政
評
価
を
実
施
し
ま
す
。

審
査
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
次

回
の
議
会
だ
よ
り
（
第
48
号
）
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

お

も

な

質

疑

審

査

の

結

果

市民文教分科会 審査案件

内 容 平
成
27
年
度
か
ほ
く
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

・
若
者
、
新
婚
、
子
育
て
世
代
支
援
事
業

子
育
て
マ
マ
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業

「
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
期
の
マ
ン
ガ
」
読
本
作
成

結
婚
観
・
家
族
観
・
育
児
観
の
意
識
調
査
委
託

な
ど

・
不
妊
不
育
治
療
費
助
成
事
業

・
小
中
学
校
教
育
振
興
事
業

・
河
北
台
健
民
体
育
館
有
酸
素
運
動
機
器
等
更
新

賛成意見 全委員

反対意見 無

※ 賛否意見数に分科会長は含まれません。

常 任 委 員 会 レ ポ ー ト



◎
専
決
処
分
の
承
認

（
税
条
例
等
の
一
部
改
正
）

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

法
人
市
民
税
で
均
等
割
の
算
定
方
法

改
正
、
個
人
住
民
税
で
住
宅
ロ
ー
ン

減
税
の
対
象
期
間
の
延
長
、
一
定
の

環
境
性
能
を
有
す
る
軽
自
動
車
等
に

係
る
税
額
の
軽
減
な
ど
、
所
要
の
改

正
に
つ
い
て
専
決
処
分
を
し
た
も
の
。

◎
市
職
員
の
再
任
用
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部
改
正

に
よ
り
、
本
年
10
月
１
日
よ
り
共
済

年
金
が
厚
生
年
金
に
統
一
さ
れ
、
消

防
吏
員
を
含
む
「
特
定
警
察
職
員
等
」

の
定
義
を
定
め
る
法
律
が
、
地
方
公

務
員
等
共
済
組
合
法
か
ら
厚
生
年
金

保
険
法
に
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

◎
「
平
和
安
全
法
制
整
備
法
」
お
よ

び
「
国
際
平
和
支
援
法
」
関
連
法
案

の
撤
回
を
求
め
る
意
見
書
を
政
府
に

送
付
す
る
請
願
書

竹
内
委
員

日
本
の
平
和
と
安
全
を
堅
持
し
て

行
く
法
案
で
あ
り
、
今
国
会
の
議
論

を
注
意
深
く
見
守
る
。

金
田
委
員

国
会
の
会
期
延
長
も
あ
り
慎
重
審

議
が
さ
れ
て
い
る
。
日
本
と
し
て
国

際
的
、
人
道
的
支
援
は
多
少
の
リ
ス

ク
は
あ
る
が
行
う
べ
き
で
あ
る
。

◎
農
協
改
革
な
ど
、
「
農
業
改
革
」

に
関
す
る
請
願

寺
内
委
員

農
協
自
身
を
考
え
る
と
農
業
者
に

有
利
な
条
件
が
な
い
。
地
域
の
農
業

を
守
る
と
言
う
こ
と
か
ら
農
業
改
革

は
必
要
。

猪
村
委
員

農
協
は
生
産
者
と
随
分
乖
離
し
て

い
る
。
一
部
の
農
家
は
、
農
協
を
通

さ
ず
市
場
を
開
拓
し
販
売
し
て
お
り
、

す
で
に
競
争
原
理
を
実
現
し
て
い
る

現
実
も
あ
る
。

◎
米
価
対
策
の
意
見
書
を
求
め
る
請

願寺
内
委
員

米
価
に
対
す
る
補
充
交
付
金
等
の

農
家
の
経
営
安
定
対
策
を
採
る
べ
き
。

多
々
見
邦
次
委
員

過
剰
米
が
一
番
の
問
題
で
あ
り
、

創
意
工
夫
を
し
て
調
整
す
べ
き
。

●
専
決
処
分
の
承
認

（
税
条
例
等
の
一
部
改
正
）

●
職
員
の
再
任
用
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

（
以
上
２
件
、
全
員
賛
成
）

●
「
平
和
安
全
法
制
整
備
法
」
お
よ

び
「
国
際
平
和
支
援
法
」
関
連
法

案
の
撤
回
を
求
め
る
意
見
書
を
政

府
に
送
付
す
る
請
願
書

●
米
価
対
策
の
意
見
書
を
求
め
る
請

願
（
以
上
２
件
、
賛
成
２
・
反
対
４
）

●
農
協
改
革
な
ど
、
「
農
業
改
革
」

に
関
す
る
請
願

（
賛
成
１
・
反
対
５
）

●
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
関
す
る
請
願

（
継
続
審
査
）

※
委
員
長
は
、
採
決
に
は
加
わ
り
ま
せ
ん
。
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総
務
建
設
常
任
委
員
会

委

員

長

坂
井

正
靱

副
委
員
長

板
谷

悦
郎

委

員

猪
村

博
靖

寺
内

照
雄

竹
内

幹
雄

金
田

正
信

多
々
見
邦
次

請

願

審

査

で

議

論

白

熱

！

お
も
な
審
査
内
容

（
所
管
事
項
含
む
）

審

査

の

結

果

常 任 委 員 会 レ ポ ー ト
◎
専
決
処
分
の
承
認

（
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

改
正
）

地
方
税
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
限

度
額
を
51
万
円
か
ら
52
万
円
に
、
後

期
高
齢
者
支
援
金
等
の
課
税
限
度
額

を
16
万
円
か
ら
17
万
円
に
、
介
護
納

付
金
の
課
税
限
度
額
を
14
万
円
か
ら

16
万
円
に
引
き
上
げ
る
た
め
、
所
要

の
改
正
に
つ
い
て
専
決
処
分
を
し
た

も
の
。

高
橋
委
員

ど
の
程
度
の
所
得
が
あ
る
と
限
度

額
を
超
え
る
こ
と
に
な
る
の
か
。

能
任
保
険
医
療
課
長

医
療
分
に
つ
い
て
は
、
給
与
収
入

で
は
８
６
９
万
円
、
年
金
収
入
で
は

８
６
０
万
円
以
上
の
方
が
限
度
額
を

超
え
る
こ
と
に
な
る
。

◎
専
決
処
分
の
承
認

（
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改

正
）国

民
健
康
保
険
法
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
当
該
条
例
に
て
引
用
し
て
い

る
条
項
が
繰
り
下
げ
ら
れ
た
た
め
、

所
要
の
改
正
に
つ
い
て
専
決
処
分
を

し
た
も
の
。

◎
介
護
報
酬
引
き
下
げ
撤
回
・
介
護

労
働
者
の
処
遇
改
善
と
人
材
確
保
に

関
す
る
国
へ
の
意
見
書
提
出
を
求
め

る
請
願
書

安
達
委
員

介
護
報
酬
総
額
で
は
２
・
27
％
の

減
少
と
な
っ
て
い
る
が
、
内
訳
に
は
、

介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
で
１
・
65

％
増
額
や
、
優
良
な
事
業
者
へ
の
加

算
・
地
域
密
着
型
の
小
規
模
事
業
者

へ
の
加
算
も
含
ま
れ
て
い
る
。

単
純
に
介
護
報
酬
の
み
を
上
げ
る

と
個
人
負
担
も
増
え
る
こ
と
に
な
る
。

改
正
で
は
、
介
護
保
険
制
度
全
体

の
バ
ラ
ン
ス
が
考
慮
さ
れ
て
お
り
、

請
願
に
は
反
対
で
あ
る
。

金
子
委
員

介
護
事
業
者
の
努
力
次
第
で
何
と

か
な
る
、
と
の
現
場
の
声
を
聞
い
て

お
り
、
国
の
政
策
を
見
守
る
べ
き
と

考
え
る
。

別
宗
委
員

今
後
、
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
行

く
の
は
間
違
い
な
い
。

介
護
報
酬
は
制
度
全
体
の
こ
と
を

考
え
て
３
年
ご
と
に
見
直
さ
れ
て
い

る
も
の
で
あ
る
た
め
、
請
願
に
は
反

対
す
る
。

高
橋
委
員

国
の
責
任
を
後
退
さ
せ
い
て
る
。

自
治
体
や
介
護
現
場
職
員
の
努
力

に
報
い
る
施
策
を
執
っ
て
い
な
い
。

●
専
決
処
分
の
承
認
（
国
民
健
康
保

険
税
条
例
の
一
部
改
正
）

●
専
決
処
分
の
承
認
（
国
民
健
康
保

険
条
例
の
一
部
改
正
）

（
以
上
２
件
、
全
員
賛
成
）

●
介
護
報
酬
引
き
下
げ
撤
回
・
介
護

労
働
者
の
処
遇
改
善
と
人
材
確
保

に
関
す
る
国
へ
の
意
見
書
提
出
を

求
め
る
請
願
書

（
賛
成
１
・
反
対
４
）

※
委
員
長
は
、
採
決
に
は
加
わ
り
ま
せ
ん
。

議会だより VOL.4713

介
護

報
酬
意

見
書

提
出

で
激

論
！

市
民
文
教
常
任
委
員
会

委

員

長

多
々
見

武

副
委
員
長

金
子

猛

委

員

別
宗

明
敏

杉
本

成
一

安
達

肇

高
橋

成
典

お
も
な
審
査
内
容

（
所
管
事
項
含
む
）

審

査

の

結

果

常 任 委 員 会 レ ポ ー ト



可
児
市
議
会
で
は
、
最
新
技
術
を

活
用
し
、
特
に
若
い
世
代
を
中
心
に

議
会
活
動
を
理
解
し
て
も
ら
お
う
と
、

本
議
会
や
常
任
委
員
会
の
動
画
配
信
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
活
用
し
た
情
報

配
信
、
議
会
行
事
の
告
知
な
ど
鋭
意
、

情
報
発
信
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

こ
れ
ら
の
最
新
技
術
を
使
う
こ
と

で
、
千
人
以
上
の
方
に
市
議
会
の
情

報
が
周
知
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で

あ
り
、
か
ほ
く
市
に
お
い
て
も
今
後

は
最
新
技
術
を
活
用
し
た
情
報
発
信

が
不
可
欠
に
な
る
と
感
じ
る
取
り
組

み
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
議
会
だ
よ
り
の
編
集
に
お

い
て
は
、
文
章
を
読
む
と
き
、
目
の

動
線
や
余
白
の
有
効
活
用
を
意
識
し

て
、
６
段
組
か
ら
４
段
組
へ
と
構
成

を
変
更
し
、
見
や
す
さ
の
向
上
を
は

か
っ
て
い
る
。

表
紙
の
レ
イ
ア
ウ
ト
に
つ
い
て
も
、

市
民
に
親
し
み
や
す
い
広
報
誌
と
な

る
よ
う
工
夫
が
さ
れ
て
い
る
。

甲
賀
市
議
会
だ
よ
り
は
、
近
畿
市

町
村
広
報
誌
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、

平
成
19
年
度
の
優
良
賞
受
章
以
降
、

平
成
26
年
度
ま
で
、
５
回
表
彰
を
受

け
て
い
る
。

そ
の
受
賞
理
由
と
し
て
、
①
写
真
・

グ
ラ
フ
な
ど
を
多
用
し
視
覚
に
訴
え

る
記
事
に
す
る
。
②
議
会
用
語
に
注

意
し
市
民
に
分
か
り
や
す
い
言
葉
を

採
用
す
る
。
③
議
会
情
報
だ
け
で
な

く
市
の
原
風
景
や
花
の
名
所
な
ど
を

写
真
で
紹
介
し
、
読
者
が
息
抜
き
で

き
る
よ
う
な
記
事
を
掲
載
す
る
な
ど
、

親
し
み
の
あ
る
議
会
だ
よ
り
に
な
る

よ
う
工
夫
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ

る
。

親
し
み
や
す
い
広
報
を
目
指
し
て

両
市
議
会
を
視
察
し
、
い
ず
れ
も

議
会
だ
よ
り
を
理
解
し
や
す
く
、
親

し
み
の
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
に
、

常
に
改
善
意
識
を
持
ち
続
け
る
と
い

う
熱
意
を
感
じ
た
研
修
で
あ
っ
た
。

当
市
議
会
に
お
い
て
も
、
こ
の
研

修
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
、
今
回

の
議
会
だ
よ
り
か
ら
、
表
紙
を
一
新

す
る
と
と
も
に
、
記
事
も
６
段
組
か

ら
４
段
組
へ
と
構
成
を
変
更
、
文
字

も
ひ
と
ま
わ
り
大
き
く
す
る
な
ど
、

改
善
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
後
と
も
親
し
み
の
あ
る
議
会
だ

よ
り
の
編
集
に
心
が
け
、
努
力
し
て

い
か
な
け
れ
ば
と
感
じ
る
視
察
研
修

で
あ
っ
た
。

情報技術を活用したホームページ
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５
月
25
日
〜
26
日

最
新
技
術
を

活
用
し
た
情
報
発
信

岐
阜
県
可
児
市
議
会

常
に
改
善
意
識
を

も
っ
て
編
集

滋
賀
県
甲
賀
市
議
会

視 察 研 修 レ ポ ー ト

受入日 議会名 視察テーマ

H27.05.13 茨城県取手市議会 定住促進事業について

H27.05.13 熊本県八代市議会 定住促進事業について

H27.05.14 埼玉県久喜市議会 定住促進事業について

H27.05.19 東京都議会
学校施設の複合化と
スポーツ振興の取り組みについて

H27.05.20 熊本県天草市議会 不妊不育治療費助成について

H27.05.22 東京都多摩市議会 道の駅　高松の整備について

H27.05.22 長崎県諫早市議会 定住促進事業について

H27.06.05 熊本県宇城市
定住促進事業について
上下水道施設の包括的民間委託について

H27.07.01 兵庫県西脇市議会 人口減少対策について

H27.07.08 愛知県大口町議会 上下水道施設の包括的民間委託について

H27.07.09 香川県坂出市議会 定住促進事業について

H27.07.22 大分県宇佐市議会 予算決算常任委員会の設置について

H27.07.23 秋田県鹿角市議会 定住促進事業について

H27.07.29 奈良県葛城市議会 学校給食における食育の推進について

視　察　受　け　入　れ　一　覧 今
年
度
に
入
り
、
新
幹
線
開
業
な

ど
、
石
川
県
が
注
目
さ
れ
る
中
、
全

国
各
地
か
ら
議
会
の
視
察
受
入
れ
が

急
増
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
定
住
促
進
に
関
す
る
視
察

が
多
く
、
そ
の
他
、
議
会
予
算
決
算

常
任
委
員
会
の
設
置
、
道
の
駅
整
備
、

不
妊
不
育
治
療
費
助
成
、
上
下
水
道

施
設
の
包
括
的
民
間
委
託
な
ど
、
幅

広
い
テ
ー
マ
で
の
内
容
と
な
っ
て
い

ま
す
。

こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
市
政
が
高

く
評
価
さ
れ
て
、
か
ほ
く
市
を
視
察

先
に
選
ん
で
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

視
察
い
た
だ
く
議
会
に
は
、
市
内

で
の
食
事
な
ど
、
経
済
効
果
に
も
貢

献
で
き
る
よ
う
、
可
能
な
限
り
視
察

を
受
入
れ
し
て
い
ま
す
。

６
月
17
日
に
東
京
で
開
催
さ
れ
た

全
国
市
議
会
議
長
会
の
総
会
の
席
上
、

長
年
の
功
績
を
讃
え
、
高
橋
成
典
議

員
に
20
年
勤
続
、
竹
内
幹
雄
議
員
に

15
年
勤
続
、
安
達
肇
議
員
に
10
年
勤

続
の
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

24
日
の
定
例
会
本
会
議
の
席
上
、

杉
本
正
一
議
長
か
ら
３
人
の
議
員
に

表
彰
の
伝
達
を
行
い
ま
し
た
。

議会だより VOL.4715

高橋成典議員

安達肇議員 竹内幹雄議員


